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病院内環境のデザイン
一新しいサイン計画の提案
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病院のイメージを問うと、無機質で冷たく、ある種の
不安や恐怖さえも感じる。また、総合病院にみられるよ
うに建物の大型化に伴い、各フロアーが画一的な空間に
なり、患者や外来者にと っては、決してやさしい （わか
りやすい）環境にはなっていない。そのような現状から、
病院内の療養環境の向上を目的とし、無機質で閉ざさ
れたイメージのある病院に対し、機能的にも造形的にも
優れたデザインを提案する。 そのような提案をすること
によって、患者や外来者、または現場の職員に対しでも、
ストレスからの解放により、精神的サポートへつながる
と考える 。 デザインの力で、少しでもそこにいる人々を
元気づけさせることができる院内プロダクトを中心に提
案していく 。
この試みは、第 44 回岡山市芸術祭参加の「アート・
プログラム in 岡山市立市民病院」という企画に合わせ
考察し、検証の場をそこに設けた。 この企画は、病院内
の療養環境をより良くしていきたいという病院側の考え
と、美術作品やデザインを美術館やキ、ヤラリ といった
特定空間でない公共の場で展示することによって 、 より
身近に感じてほしいといったギャラリーあるいは作家側
の考えが、 一致して実現した。
まず我々は、対象となる岡山市立市民病院を調査した。
築お よそ 40 年の建物は、 部分的に改修はしているもの
の、天井高は低く、配管はむき出しのかなり雑然とした
空間であった。それぞれの印象を整理し、問題点を挙げ
ていった0
・ 通路が狭い。
/案内表示が見にくい。
建物が入り組んでいてわかりづらい0
・ どの場所も同じ印象。 etc.
問題点をまとめると、表示が見にくい、 自分の居場所が
わからないといったことが特に感じられた。 この問題点
は、 サインを見直すことで解消できると考えた。 しかし、
文字やピク ト グラムのようなサインは、 ビジュアル的
要素が強く、既存のサインをすべて刷新する必要があり、
この対象にはかなり難しいと考えた。 そこで、プロダク
トデザインの立場から別のアプローチをし 、 今までのサ
イン計画にはない、立体物と平面を組み合わせた新しい
サイン計画を提案することにした。
まず病院内をいくつかのエリアに分け、 入り口からそ
れぞれのエリアに向かつてサインとなる立体を配置する。
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」箇所から拡散して目的地に向かっていく様をハチにな
ぞらえ、エリアごとに色分けしたハチのモチーフを天井
から吊るし誘導させることにした。 当初の予定では、外
来者の対象となる診察室のすべてを案内の対象としてい
たが、立体物による患者や外来者への影響などを考慮し
た病院側の意向で、小児科と産婦人科に絞られた。 検証
の結果、特に問題がなければ院内全域に展開していくこ
とを検討することになった。
病院内に設置するということで、 誰にも嫌悪感を与え
ないようハチをキャラクター化し、マスコ ット的な存在
にした。小児科を黄色、産婦人科をピンクのテーマカラー
に設定し、それぞれの診察室を案内するハチの色と連動
させた。 つまり、黄色のハチは、小児科を目指し、ピン
ク色のハチは、産婦人科を目指す、 といった具合である u
出発点となる場所には、ハチの巣をイメージ した六角形
の案内表示を配した。 また 、 目的地となる各診察室には、
花をモチーフにしたグラフィックを表示した。 巣から飛
ぴ、立ったハテが、 花を目指すといった構図である。
病院を訪れた外来者は、まず受付の案内表示で、小児
科あるいは産婦人科を確認し、そこに付されたハチのモ
チーフを認識して、そのキャラクターであるハチが向か
う方向を辿れば自然に目的の診察室に到達することがで
きる 。 文字やピク トグラム、あるいは矢印などを使わず
に、誰にでもわかりやすい案内を可能にした。
実際に会期中設置した結果、 高い評価が得られた。 モ
チーフから受けるイメージにも 、 「かわいい」や「癒さ
れる」といった感想を得られ好印象だっ た。 病院という
場所柄、このような反応は、メンタル面に於いても大切
であると考える。 また、他の診察室にも展開してほしい
という意見もあり、対象を増やす方向で、今後の発展が
検討される 。
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